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第 58 回日本医学検査学会を終えて 

米 坂 知 昭* 

 第 58 回日本医学検査学会は、開港 150 周年で

にぎわう横浜市のパシフィコ横浜において平成

21 年 7 月 30 日・31 日・8 月 1 日に開催され、全

国からの学会参加者は 3,702 人(有料参加者 3,360

人、学生 342 人)と非常に多くの方々に参加をい

ただき盛会となりました。一般演題には 526 演題

(口演 484 演題、示説 42 演題)の応募があり、活

発な発表とディスカッションがなされました。ま

た、機器・試薬展示会場へは延べ 36,000 人を超

える方が入場され活気あふれる学会となり、皆様

の御陰を持ちまして無事終了することができ心よ

り感謝申し上げます。 

 本学会の準備は 3 年前から企画を含めスタート

させて参りましたが、開催が近づくにつれリーマ

ンショックに端を発した 100 年に 1 度の世界的な

経済危機や新型インフルエンザの蔓延で集会や学

会等、多くの人を 1 ヵ所に集めることの自粛機運

が高まり、学会自体の開催も危ぶまれました。今

でこそ良い経験と思えますが、実の所は経済面や

参加者数の面で不安な日々であり幾度となく企画

変更も余儀なくされ、無事開催することができた

ことだけでも心から安堵しております。

 本学会は、「健康社会創造に、医学検査はどん

な貢献ができるのか？」をテーマに掲げ、私たち

臨床検査技師が自らを問う学会と位置付けました。

医療における検査技術の進歩は目覚しく、自己研

鑽は勿論のこと、チーム医療における臨床検査技

師としての役割も重要となり、その責任も重くな

ってきました。このことは臨床検査技師自身が持 

つ知識や技術を積極的に活用し、医師をはじめと

する医療職種の方々や一般市民の方々にどのよう

に表現してゆくかが問われています。そこで、招

待講演には、穏和な表現力の持ち主で横浜出身で

ある作詞家の阿木耀子さんを迎え「自分らしく生

きるために」をテーマにお話をいただき、生活環

境の変化に対しても自己の存在価値を高めつつ、

チャレンジする心と労りの心を学びました。また、

特別講演では「遺伝子検査の標準化と新たな展開｣

と題し、宮地勇人先生(東海大学医学部基盤診療

学系臨床検査学教授)に先端医療のトピックスに

ついてご講演いただきました。また、高野靖悟先

生( JA 神奈川県厚生連相模原協同病院病院長)に

は「高度医療への臨床検査技師チームの参画」に

ついて、市中病院での生体肝移植の経験を実例に、

一般病院における医療レベルの高度化が現実化し

ている中、チーム医療における医療技術者の役割 

写真 1 受付風景 
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写真 2 展示会場風景 

 

をお話しいただきました。更に、健康社会へ向け

た臨床検査技師の一般市民・国民への直接的な働

きかけが重要との視点から、岩室紳也先生(社団

法人地域医療振興協会ヘルスプロモーション研究

センター)には「若者たちの性感染症の現状と予

防に求められる視点」についてご講演いただき、

現在、日本臨床衛生検査技師会や各都道府県技師

会が実施している性感染症撲滅に関する事業展開

に大いに役立つものと思っております。このほか

教育講演とともに特に今回、「神奈川特別企画」

として臨床検査技師の社会貢献について、神奈川

県技師会の取り組み･･･1)臨床検査技師こんなこ

ともしています、2)地域への貢献、3)臨床チーム

への参画、4)知識で STD を撲滅しよう！ を紹介

しました。今後、都道府県各地で行われる“社会

貢献への取り組み”の手がかりとなることが期待

されますし、是非活用して頂きたいと思います。 

 学会とは別の企画として、新たな試みとなった

神奈川県臨床衛生検査技師会が主催し、日本臨床

衛生検査技師会および関東甲信地区臨床衛生検査

技師会の共催および厚生労働省、経済産業省、日

本医師会、日本看護協会等々多くの後援を得て実

施した「ケンサ EXPO ’09」は、これからの社会

貢献の一例として十分な効果があったものと考え

ております。このイベントはパネル展示による臨

床検査の紹介や神奈川県技師会会員による検査実

演、検査の重要性を紹介するためのステージ、企

業展示等で構成されました。実際に開催初日から

メディア等の取材、報道により開催 4 日間で 5 万

3 千人以上の一般市民の来場者があったことは予 

 
写真 3 ポスターセッション会場風景 

 

想以上の展開となりました。また、このイベント

に関する問い合わせも多く事務局に入っており、

「来年はどこでやるのか？」「今度は必ず参加し

たいので、事前に開催日時が知りたい」など、あ

らためて健康検査に対する一般市民の関心の高さ

を痛烈に実感しました。規模は別としても今後も

各地で開催される同様のイベントが、日頃縁の下

の力持ちと表現される我々にとって社会的にも重

要な役割を持つことは明白です。この「ケンサ

EXPO ’09」は、開催された期間が夏休み期間で

もあったことから多くの小学生が「こどもワーク

ショップ」に参加し、臨床検査を身近に感じてく

れたことも大きな成果でした。臨床検査は今後も

なくなることはありません。我々臨床検査技師の

みならず医師や他の医療関連職種に興味を持って

もらえたことは、将来の医療業界の担い手を確保

する上で有用なきっかけとなったことと思います。

このイベントでは採血も実施し HIV(希望者)や血

糖、脂質、コレステロール等の測定を登録衛生検

査所の協力で実施しました。その際、臨時診療所

の申請に伴い、伊藤機一先生(日本臨床検査同学

院前理事長)に院長をお願いしましたが、ご快諾

いただき心より感謝申し上げます。また、来場者

数の多さに昼食もろくに取れず検査を黙々と実施

されていた臨床検査技師の皆様、安全にこのイベ

ントを遂行していただきました実行委員の皆様の

力の結集が、大過なく実施できた最大のポイント

と思っております。本当にありがとうございまし

た。 

 おわりに開港 150 周年を迎えた昨年の横浜市は、 
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各地で祝いのイベントが開催され活気に溢れて

おり、そんな中、第 3 回 AAMLS 学会(学会長：

小﨑繁昭 日本臨床衛生検査技師会会長)と本学会

が同時に開催され、例年になく国際色豊かな学会

となりました。明治維新のきっかけとなった諸外

国からの江戸幕府への圧力を現在の臨床検査技師

に対する世情の圧力と考えれば時代刷新の好機と

受け止められます。今後の臨床検査の発展に向け

「ケンサ元年」と銘打ち、新たなる一歩を踏み出

す先掛けとなり、関係する多くの団体と協同で国

民医療の向上に努めることが肝要と考えます。両

学会が盛会裡に終了できましたことは、ご支援、

ご協力を賜りました齊藤幸弘学会実行委員長をは

じめ、多くの実行委員の皆様、経済不況下にも関

わらず趣旨をご理解いただきご参加いただきまし

た多くの企業の皆様にこの場をお借りして、心よ

り深謝申し上げます。 

 本年、5 月に開催される第 59 回日本医学検査

学会は和歌山県技師会の企画のもと神戸国際会議

場にて開催されます。第 58 回と第 59 回学会開催

までの間隔が短い中で大変なご苦労と存じますが、

この学会が成功されますことを心より祈念申し上

げます。 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


